
1 

「松江市中核市移行基本計画」（案）に対する市民意見募集、 

市民向け説明会及び地区説明の実施状況 
 

１．実施状況 

(1) 市民意見募集 

【実施期間】平成 28 年 12 月 20 日（火）から平成 29 年 1 月 23 日（月）まで 

【意見提出者数】2 名 

【意見項目数】2 件 

 

(2) 市民向け説明会 

【開催日時】平成 29 年 1 月 15 日（日） 午後 1 時 30 分から午後 2 時 30 分まで 

【開催場所】市民活動センター 5 階 501･502 研修室 

【参加者数】3 名 

 

(3) 地区説明 

【実施期間】平成 28 年 11 月 21 日（月）から平成 29 年 1 月 27 日（金）まで 

【開催場所】各公民館等 

【参加者数】621 名 

【実施状況】 

№ 地区 開催日時 
参加
人数 

 
№ 地区 開催日時 

参加
人数 

1 城東 
11 月 29 日（火）
18:30～19:15 

24 16 津田 
11 月 27 日（日）
10:00～10:45 

22 

2 城北 
12 月 8 日（木）
18:30～19:15 

25 17 古志原 
1 月 22 日（日）
10:15～11:15 

53 

3 城西 
12 月 6 日（火）
18:30～19:15 

11 18 竹矢 
12 月 1 日（木）
19:00～19:45 

31 

4 川津 
1 月 15 日（日）
10:00～11:00 

22 19 乃木  - 

5 朝酌 
12 月 2 日（金）
16:00～17:00 

30 20 忌部 
12 月 11 日（日）
11:00～12:00 

14 

6 法吉 
11 月 30 日（水）
14:00～15:00 

26 21 大庭 
11 月 21 日（月）
19:00～19:45 

18 

7 生馬 
12 月 7 日（水）
18:30～19:00 

21 22 鹿島  - 

8 持田 
12 月 17 日（土）
10:30～11:30 

35 23 島根 
12 月 13 日（火）
18:30～19:30 

30 

9 古江 
1 月 18 日（水）
18:30～19:15 

23 24 美保関 
11 月 25 日（金）
19:00～20:00 

18 

10 本庄 
12 月 16 日（金）
19:00～20:00 

13 25 八雲 
12 月 1 日（木）
19:15～20:00 

17 

11 大野 
12 月 19 日（月）
19:00～20:00 

19 26 玉湯 
1 月 17 日（火）
19:00～20:00 

27 

12 秋鹿 
11 月 25 日（金）
19:00～20:00 

23 27 宍道 
12 月 5 日（月）
19:00～20:00 

45 

13 白潟 
1 月 20 日（金）
18:30～19:15 

12 28 八束 
1 月 27 日（金）
19:00～19:40 

21 

14 朝日 
11 月 26 日（土）
18:00～19:00 

18 29 東出雲  - 

15 雑賀 
11 月 25 日（金）
18:30～19:30 

11  
東出雲町 
地域協議会 

1 月 11 日（水）
15:30～16:30 

12 

    合計 621 
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２．質問 

【中核市の制度】 

№ 質問内容 回答・市の考え 関連ページ 件数 

1 

・人口が 20 万人を下回るとどうな

りますか。 

・中核市移行の人口要件は、5 年に 1 度行われ

る国勢調査の結果で判断されるため、次の

国勢調査がある平成32年までは松江市は中

核市に移行する要件を満たしています。 

・移行までに人口が 20 万を下回ると、中核市

に移行することはできません。 

・移行後に人口が 20 万を下回っても、中核市

の指定を取り消されることはありません。 

3 7 

2 

・移行を表明していない県庁所在市

2 市や、人口が多くても中核市に

移行しない市の理由は何ですか。 

・県庁所在市 2 市は検討中又は研究中とのこ

とです。 

・人口が多くても中核市に移行しない市とし

ては、普通交付税の交付を受けていない市

で、中核市に移行すると、財政面では負担が

増えるだけなので、デメリットだと考えて

いる市があるほか、政令指定都市に隣接し

ているからという立地上の理由、産業廃棄

物の不適切保管の課題があるなど、市によ

ってそれぞれ理由があります。 

3 

58 

5 

3 

・中核市にならなかったら県から引

き継ぐ予定の行政サービスは、松

江市の市民は受けることできな

くなるのでしょうか。 

・市が中核市に移行することで県から引き継

ぐ予定の行政サービスは、市が中核市にな

らない場合、県が引き続き担います。 

5 1 

4 

・中核市に移行した後に、中核市を

やめますということはできます

か。 

・現在の制度ではできません。中核市の指定を

取り消す手続は想定されておらず、法律で

定められていません。 

6 1 

 

【中核市移行の目的（中核市移行により目指す松江市の姿）】 

№ 質問内容 回答・市の考え 関連ページ 件数 

5 

・中核市移行により目指す松江市の

姿にある「日本一」は何をもって

判断していますか。また、現状は

どのようになっていますか。 

・目指す姿に掲げた「日本一」は個別の指標等

で検証することを想定したものではなく、

日本一を目指す姿勢で積極的に取り組んで

いくということを表現したものです。 

7 4 

 

【移譲事務】 

№ 質問内容 回答・市の考え 関連ページ 件数 

6 

・中核市移行による移譲事務に産業

分野に関するものはありますか。 

・中核市移行による移譲事務にスポ

ーツ分野の事務はありますか。 

・中核市移行による移譲事務に東出

雲町にある家畜保健衛生所に関

係するものがありますか。 

・中核市に移行することで道路補修

の予算が増えたりしませんか。 

・中核市移行による移譲事務にスポーツ、産

業、農林水産分野に関するものはありませ

ん。 

・中核市移行により道路関係の予算が増える

ということはありません。 

9-11 3 
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№ 質問内容 回答・市の考え 関連ページ 件数 

7 

・民生委員の事務局は県市それぞれ

にありますが、中核市移行後の体

制はそのままですか。 

・松江市の中核市移行後も、県は県内の他市町

村を管轄するため、県の事務局は残ります

が、市の民生委員に関することは市の事務

局が一括して担当します。なお、民生委員の

研修については県と協力して行うことも検

討しています。 

9-11 1 

 

【中核市移行の効果（メリット）】 

№ 質問内容 回答・市の考え 関連ページ 件数 

8 
・市民にとってのデメリットはあり

ませんか。 

・市民の皆様にとってのデメリットはないと

考えています。 

12-19 

42-52 

8 

9 

・中海・宍道湖・大山圏域の中で唯

一中核市移行できるということ

ですが、圏域内の他市の行政サー

ビスも行うようになるのですか。

また、移行することで「松江市が

一番」といった差別化を考えてい

るのですか。 

・中核市になることで松江市が新たに担う事

務は、松江市域に関する事務です。 

・また、中海・宍道湖・大山圏域では構成市そ

れぞれの強みを生かした圏域全体での発展

を目指しています。中核市移行は松江市と

しての強みを増し、圏域のさらなる発展に

貢献しようとするものです。 

12-19 

42-52 

2 

10 

・中核市移行の効果というのは本当

に見込めるものですか。 

・すぐに効果が出るものから時間がかかるも

のまでいろいろなものがありますが、市と

してしっかりと事務を行い、効果を実現し

ていきたいと考えています。 

12-19 

42-52 

1 

11 

・保健所は一旦設置したら辞めるわ

けにもいかない非常に大きなこ

とで、将来負の遺産にならないか

気にしています。先行して中核市

になった市の住民の声は把握し

ていますか。 

・これまでに中核市に対して行った調査でも、

保健所を設置することは中核市のメリット

とされています。デメリットと捉えている

市はありませんでした。 

16-18 1 

12 

・市職員にとってのデメリットはあ

りませんか。例えば、今は市でダ

メなら「県で」と言えますが、そ

れができなくなることで逃げ場

がなくなりませんか。 

・中核市に移行し、市の担う責任がこれまでよ

り重くなることは、デメリットとは考えて

いません。市の職員の意識及び資質の向上

を図る機会が増えるということで、メリッ

トと考えています。 

19 1 

 

【保健所の設置方法】 

№ 質問内容 回答・市の考え 関連ページ 件数 

13 

・いきいきプラザ島根 3 階は共同設

置保健所の職員の配置や業務の

実施にあたり手狭ということは

ないですか。 

・共同設置保健所では現在の保健所と職員数

がほとんど変わらず、事務も現在の保健所

と同様の事務を行うので、手狭ということ

はありません。 

20-21 1 

14 

・共同設置保健所の予算や責任の所

在は市と県どちらになり、また、

どちらの議会で物事を決めるの

ですか。 

・共同設置保健所に要する経費は市の予算に

計上し、市議会で審議されます。また、事務

の責任は市長と県知事が、それぞれの権限

に応じ、負うこととなります。 

20-22 2 

15 
・共同設置保健所の所長は県と市ど

ちらの職員が務めるのですか。 

・中核市移行直後の所長は、県から配置しても

らう考えです。 

20-22 1 
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№ 質問内容 回答・市の考え 関連ページ 件数 

16 

・保健所の共同設置については、市

と県で給与や指揮命令系統など、

いろいろなものが違っているの

に、うまくいくでしょうか。 

・市と県のどちらの事案になるか判

断が分かれる場合、責任の押し付

け合いになるなど、不都合が生じ

るのではないでしょうか。 

・保健所業務を滞りなく行えるよう、県との協

議、調整を行っています。 

・帰属が不明の事務は、代表団体である松江市

の事務とすることで、支障が生じないよう

調整していきます。 

20-22 3 

17 

・保健所は県と共同で行うというこ

とですが、将来的には市の単独設

置も考えているのですか。 

・現時点では、平成 30 年 4 月に共同設置での

保健所で滞りなく業務を行うための事項に

集中し、準備を進めています。 

20-22 1 

18 

・共同設置保健所の配置人員が市

15 人、県 25 人で、費用負担の割

合が県 37.7%、市 62.3%ですが、費

用負担の数字が逆ではないです

か。 

・費用負担は市と県それぞれの権限に属する

事務量の割合で決めています。市と県の職

員の配置割合は、事務量の割合とは連動し

ません。 

21 1 

19 

・現在、保健所は県本庁と連携した

危機管理対応を行っていますが、

中核市移行後は市にも県の本庁

に相当する機能を担当する部署

を設けるのでしょうか。 

・県の本庁に相当する機能を担当する部署を、

市役所の中に作る計画で準備を進めていま

す。 

21 1 

 

【人材の育成、組織・人員】 

№ 質問内容 回答・市の考え 関連ページ 件数 

20 

・人員配置・人材育成を行ううえで

配置換えは重要ですが、特にそれ

が難しい専門職についてはどの

ように考えていますか。 

・専門職員の固定化によるモチベーションの

低下等が生じないように、人事配置、研修、

人事交流等の検討を行うこととしていま

す。 

24 2 

21 

・県の仕事を引き継いでやっていく

ということですが、現在市の職員

が余っていて、その職員で対応す

るのですか、それとも、市の職員

を今より増員するのですか。 

・市は行政改革による効率化等を行っており、

職員が余っているということはありませ

ん。中核市の移譲事務を行うための職員を

配置するためには、一定の増員が必要であ

ると考えています。 

26 2 

22 

・現在の松江保健所の職員数は合計

45 人で、中核市移行により必要な

保健所の職員は 46～47 人と 1～2

人増えるということは、何か新規

事業の計画があるのですか。 

・保健所に必要な職員が現在の松江保健所の

職員よりも多いのは、移行直後の過渡期の

事務量の増加に対応するための加配等を見

込んでいるからです。 

26 

59 

1 

 

【条例の整備】 

№ 質問内容 回答・市の考え 関連ページ 件数 

23 

・県から市にいろいろな権限が移譲

されることで、市として基準条例

も多く制定するということです

が、県の基準が横滑りするものが

多いのですか。それとも市独自の

基準が増えるのですか。 

・混乱を招くことのないよう、変えないものが

多くなると考えていますが、基準を市で定

められるようになるということは、市の考

えを反映することができるようになるとい

うことなので、必要に応じ、変えていくもの

も出てくると考えています。 

27-29 1 
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【中核市移行に伴う財政影響】 

№ 質問内容 回答・市の考え 関連ページ 件数 

24 

・普通交付税は毎年のように国が削

減するという話があり、算定根拠

となる人口も減少が予想されま

す。制度改正により国、県、中核

市の負担割合が変更になる可能

性もありますし、将来的には増え

た事務の事業費を賄いきれなく

なるのではないでしょうか。 

・普通交付税は、国が地方財政計画を立て、地

方に必要な額が算定されるものと考えてい

ます。仮に普通交付税の算定が足りないと

いうようなことがあれば、中核市市長会等

を通じて、国に適切な算定を要望していき

ます。また、市では毎年 5 年間の財政見通し

を作り、適切な財政運営に取り組んでいま

す。 

32-34 7 

 

【広報等の実施状況】 

№ 質問内容 回答・市の考え 関連ページ 件数 

25 

・中核市移行について今まで知りま

せんでした。周りの住民も誰一人

知らないようです。これまでどの

ような広報をしていましたか。 

・平成 26 年度から、市報、ケーブルテレビな

どで広報を行っています。今後もさまざま

な形で、丁寧にわかりやすく説明を行って

いきます。 

36 2 

 

【検討のための体制】 

№ 質問内容 回答・市の考え 関連ページ 件数 

26 

・県と安来市に関係がある話という

ことでしたが、話し合い等はスム

ーズにいっていますか。また、県

は市の中核市移行が遅れないよ

うに対応してくれそうですか。 

・県とは合同の会議を設置し、安来市もオブザ

ーバーとして参加してもらい、検討を行っ

ています。今後も県と協力し、準備を進めて

いきます。 

38 2 

 

【これまでの経過及び今後のスケジュール見込み】 

№ 質問内容 回答・市の考え 関連ページ 件数 

27 

・平成 30 年 4 月 1 日の移行は、人

材の確保・育成の観点から、急ぎ

すぎではないでしょうか。 

・移行目標期日は、中核市に移行した市の準備

期間等を参考にしたものであり、松江市も

可能な日程であると考えています。円滑な

移行ができるよう、準備を行います。 

41 2 

 

【その他】 

№ 質問内容 回答・市の考え 関連ページ 件数 

28 

・平成 30 年 4 月 1 日の移行に向け、

市民として何かしないといけな

いことがありますか。 

・基本的にはありません。現在、島根県から許

可等を受けていらっしゃるものは、その許

可等の事務が中核市移行により、松江市に

移っても、原則は、次の更新等の時期まで、

現在の許可等が有効となります。現在、何ら

かの手続をお願いするものがないか、個々

の事務について、確認作業を進めています。

必要なものがあれば、対象者への直接の通

知、市報、市ホームページ等への掲載により

お知らせします。 

- 2 
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№ 意見内容 回答内容・市の考え 関連ページ 件数 

29 

・移行により職員数が増えると思い

ますが、市役所が狭く、収まらな

いのではないですか。 

・本庁分での必要人役は 13 名です。この人数

をそのまま増員するとしても、収まらない

ということはないと考えています。 

- 1 

30 

・市の業務が増え、県に行っていた

市民が市本庁に行くようになり、

10%も 20%も利用者が増えるとい

うことになれば、市の駐車場が手

狭になるのではないですか。 

・移譲事務の受付件数等を見ると、駐車場に影

響があるほどに来庁者が増えることはない

と考えています。 

- 1 

31 

・市職員が全体で増員となるという

ことは、県職員は減員となるので

すか。 

・県の職員が市の職員に身分移管さ

れるということもあるのですか。 

・県の職員数は、県で検討が行われます。 

・県職員の身分移管は想定していません。 

- 7 

32 
・市の中核市移行で県財政には影響

があるのですか。 

・事務数が減る分、歳入・歳出も減ります。 - 1 

 

３．意見 

【中核市移行の目的（中核市移行により目指す松江市の姿）】 

№ 意見内容 回答内容・市の考え 関連ページ 件数 

1 

・他市が移行するから松江市も移行

するというようにしか聞こえま

せんでした。 

・中核市移行は、移行することで県から移譲を

受けるさまざまな権限により、市として更

なる市民サービスの向上を行うことを最大

の目的としています。 

7 1 

2 

・市は他の中核市と同じ力がある、

又は同じ力が将来備わると考え、

移行を目指しているのでしょう

か。街の雰囲気や幅員の大きな道

路の敷設状態、県外資本の大型店

の進出状況から考えて、人口以上

に市に力のある一般市の米子市

や出雲市が中核市にふさわしい

ように思います。 

・「都市の能力」には産業、経済、行政など、

いろいろなものがあります。中核市制度は、

都市の行政能力に関する制度で、人口 20 万

以上の市であれば一定の事務を行う行政能

力があると国の審議会で認められたもので

す。松江市は、中核市に移行することで県か

ら移譲を受けるさまざまな権限により、市

として更なる市民サービスの向上ができる

と考え、中核市への移行を目指しています。 

7 1 

3 

・お店に例えれば、松江市は「中核

市」という看板を掛けようとして

いるということだと思いますが、

看板だけではなく、看板にふさわ

しい「品揃え」を実現してほしい

し、特例市ではなく、中核市とし

てやっていくのだという華々し

い PR を行ってほしいです。 

・中核市となり市民の皆様に身近なサービス

のほとんどを担当することで、更なる住み

やすさの向上を実現していきたいと考えて

います。PR については、さまざま方法によ

り効果的に行っていきたいと考えていま

す。 

7 

36 

1 
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【移譲事務】 

№ 意見内容 回答内容・市の考え 関連ページ 件数 

4 

・近年、かつて市がやっていたよう

なことが、自治会でやってほしい

と言われるようになっています。

中核市移行により行う業務が増

えることで、連動してさらに何か

自治会に仕事をおろしてくるの

ではないかと心配です。 

・地域課題や行政ニーズは多様化、複雑化して

おり、行政だけでこれらを解決することが

困難な状況になってきています。そのため、

市民の皆様と共に考え共に実行する「共創・

協働のまちづくり」を進めているところで

す。町内会・自治会の御協力をいただく機会

も増えていますが「対話による協働のまち

づくり宣言」（平成 24 年）にもあるとおり、

市職員が市民の皆様の中に積極的に出掛

け、対話を通じて危機感を共有し、相互理解

を得ながら進めていきます。 

9-11 2 

 

【中核市移行の効果（メリット）】 

№ 意見内容 回答内容・市の考え 関連ページ 件数 

5 

・中核市移行については市と県とい

う行政機関の権限が変わるだけ

という印象で、市民にとってのメ

リットがよくわかりませんでし

た。 

・メリットについては、松江市中核市移行基本

計画の中で説明をしています。説明会でい

ただいた意見を受け、わかりやすくするた

め、説明を補強しました。 

12-19 4 

6 

・中核市移行のメリットは、保健所

以外のことでももっとあるので

はないか、あればいいなと思いま

した。 

・中核市移行後は、まずは現在県がやっている

仕事をしっかりと引き継ぐ必要がありま

す。その後、市として業務を行う中で、新た

なメリットを実現していくことになると考

えています。 

12-19 1 

7 

・中核市に移行することで市が行う

ようになる事務は、現在も県が市

内でやっていることです。2 億円

もの準備費用をかけてまでわざ

わざ市が担当することの意義が

わかりません。 

・中核市に移行し、市がより多くの行政サービ

スを自らの責任と判断で担うことで、地域

の課題を行政サービスに反映させやすくな

るなど、多くのメリットが生じると考えて

います。これらのメリットは、市民の皆様に

一番身近な基礎自治体である市が事務を行

うことにより実現するものであるため、中

核市に移行することには大きな意義がある

と考えています。 

12-19 1 

8 

・今後の人口減少が心配です。市は

人口維持について並行して具体

的に取り組まないといけないの

ではないでしょうか。空き家対策

のことも非常に重要だと思いま

す。市民として、人口減少対策や

魅力あるまちづくりを期待した

いです。 

・市では総合戦略を策定し、人口減少対策のた

めの取組を進めています。中核市移行は、行

政サービスを向上させていくものであり、

総合戦略の基礎にもなるものと考えていま

す。 

19 4 
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№ 意見内容 回答内容・市の考え 関連ページ 件数 

9 

・ビジョン 3 のメリットで「職員の

意識の向上」とあるが、職員の意

識向上は、中核市になる、ならな

いに関係なく行うべきものであ

り、ここに掲げるものではないの

ではないでしょうか。 

・現在も研修等を通じて職員の意識向上を図

る取組を行っています。計画の記載は、中核

市になると、現在よりも責任の重い仕事を

担い、国と直接やり取りしたり、他の中核市

と情報交換をしたりする機会が増えること

で、職員の資質向上、意識向上を図る機会が

増えるということを表したものです。 

19 1 

10 

・中核市移行のことを市の職員には

どう周知し、職員はどう理解して

いますか。 

・今でさえ市の職員は人数が少ない

のか、行き届かないというか対応

してもらえないことがあります。

中核市になるだけで日本一には

なれません。職員としてより一層

努力しないといけないという気

持ちが職員全員にあればいいで

すが、ふさわしい行政ができるか

心配です。 

・全職員への研修等を通じ、中核市の権限を生

かし、市民サービスの向上につなげようと

いう意識の醸成を行っています。 

19 2 

 

【島根県への委託等】 

№ 意見内容 回答内容・市の考え 関連ページ 件数 

11 

・県費負担教職員の研修を市がやる

ことにはメリットもあるとは思

いますが、採用は県であるため、

統一的な研修は県で継続してや

るべきではないでしょうか。小中

学校教職員は多くが市の学校に

所属しますが、そこにとらわれ

ず、県全域はもちろん、日本全体

や世界を意識した教育を行って

いくべきだと思います。市が研修

を行うことで、教職員の意識づけ

を狭めてしまわないようにくれ

ぐれも気をつけていただきたい

と思います。 

・教職員研修のあり方についてはご指摘のよ

うなことを含め県と検討した結果、県費負

担教職員の研修については、一部を除き県

に委託する計画です。 

・市ではふるさと教育や特別支援教育など、市

としての強みを生かせるものに限定し、独

自に実施していく予定です。 

23 1 
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【その他】 

№ 意見内容 回答内容・市の考え 関連ページ 件数 

12 

・事務処理が早くなるのはいいです

が、市も県も市内のいろいろなと

ころに行政機関が離れて存在し

ており、不便を感じているので、

窓口、施設の位置などを何とかし

てもらいたいです。 

・中核市になると市の仕事が増え、

今以上に市の窓口も増えると思

いますが、積極的に一本化等を行

う、他市のような立派な庁舎に立

て替えるなど市民が利用しやす

い市役所づくりに取り組んでい

ただきたいと思います。 

・窓口の利便性の向上については、中核市移

行することに限らず、検討を行っていま

す。 

・庁舎の建て替えについては、中核市移行の計

画とは別に検討を行っています。 

- 3 

13 

・計画の要点をまとめた概要版を作

ってほしいです。 

・計画案に対する市民意見募集の実施に併せ

て概要版を作成し、期間中、各公民館に設置

しました。 

- 2 

14 

・計画はあくまで計画であり、机上

のものです。世の中にはやってみ

てダメだったものが税金で賄わ

れるということもありますが、市

としてきちんと準備をして、そう

いったことが起きないようにし

てほしいと思います。後からデメ

リットがありましたということ

では困ります。 

・中核市移行を目指す準備作業は平成 26 年度

から始め、他市例の研究や県とのやり取り

をしてきたところです。計画の中でも特に

財政面では県の予算・決算の額を確認し、精

度を上げています。今後も継続して取組を

進め、しっかりと準備を行っていきます。 

- 1 

15 

・市民としては、暮らしが苦しい、

介護保険料や市税が高いという

切実な事情があります。中核市移

行は住みやすさ、利便性の向上が

目的ということで、移行自体は良

いことだと思いますが、くれぐれ

もそういった市民の心の痛みが

わかる市であってほしいと思い

ます。 

・中核市に移行することで介護保険料や税金

が上がることはありません。 

・今後とも市民の皆様の立場に立った行政運

営に努めていく考えです。 

- 1 

16 
・良いことなので、できれば早く中

核市になってほしいです。 

・計画通り着実に進めていきます。 - 3 

 

※類似する質問、意見はまとめ、内容を整理して掲載しています。「件数」の欄に類似する意見、質問

の件数を記載しています。 

※表中の「関連ページ」の欄には、質問、意見の内容に該当する「松江市中核市移行基本計画」のペ

ージを示しています。 


